
高
等
学
校
【
国 

語
】
正
解
・
解
答
例 

一 問
一 

（
ク
） 

問
二 

① 

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方 

② 

道
徳
教
育
推
進
教
師 

③ 

特
別
活
動 

問
三 

①
（
ア
） 

社
会 

 

（
イ
） 

他
者 

 

（
ウ
） 

言
語 

 
 
 

②
（
ア
） 

○ 
 
 

（
イ
） 

○ 
 
 

（
ウ
） 

× 

配
点
：
各
２
点
×
１
０ 

２
０
点 

 

二 問
一 

（
一
） 

が
い
ぜ
ん 

（
二
） 

ち
ん
じ 

 

（
三
） 

る
ふ 

 

（
四
） 

じ
ょ
う
り 

 

（
五
） 

か
し 

問
二 

（
一
） 

刹
那 

 

（
二
） 

醸
（
す
） 

 

（
三
） 

出
藍 

 

（
四
） 

斬
新 

（
五
） 

領
袖 

問
三 ① 

（
コ
） 

② 

（
ウ
） 

 

③ 

（
ケ
） 

④ 

（
イ
） 

⑤ 

（
オ
） 

⑥ 

（
ク
） 

⑦ 

（
シ
） 

⑧ 

（
ア
） 

問
四 

 

（
盛
唐
） 

（
カ
） 

（
中
唐
） 

（
イ
） 

配
点
：
各
１
点
×
２
０ 

２
０
点 

 

三 問
一 

（
エ
） 

問
二 

自
己
の
同
一 

～ 

に
く
い
状
況 

問
三 

 

（
一
） 

故
郷
は
自
ら 

～ 

」
に
な
る
。 

 

（
二
） 

（
イ
） 

問
四 

 

（
一
） 

故
郷
と
は
、 

～ 

体
で
あ
る
。 

 

（
二
） 

現
代
で
は
、
地
域
が
か
つ
て
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
空
間
を
統
合
す
る
共
有
さ
れ
た
空
間
で
な 

く
な
り
、
他
の
諸
地
域
と
接
続
し
多
元
的
空
間
が
交
錯
す
る
「
混
在
郷
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。 



（
三
） 

各
地
域
が
場
所
と
し
て
の
固
有
性
を
失
っ
て
い
る
現
代
で
は
、
人
々
は
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た 

場
所
に
帰
る
こ
と
で
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
回
復
し
よ
う
と
い
う
発
想
自
体
を
持
っ 

て
い
な
い
こ
と
。 

配
点
：
問
一 
５
点
、
問
二 

６
点
、
問
三 

（
一
）
６
点
（
二
）
５
点 

問
四 

（
一
）
６
点
（
二
）
８
点
（
三
）
９
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
５
点 

 

四 問
一 

 

（
解
答
例
） 

 
 
 

自
分
の
身
を
守
る
だ
け
の
力
も
持
た
な
い
弱
い
肉
体
の
中
に
、
そ
の
弱
さ
を
受
け
入
れ
た
う
え
で
な
お
、 

正
し
く
美
し
い
生
活
を
真
面
目
に
続
け
て
い
く
強
い
精
神
を
宿
し
て
い
る
と
い
う
魅
力
。 

問
二 

（
解
答
例
） 

肉
体
は
失
わ
れ
て
も
、
苦
難
の
中
に
お
い
て
も
幸
福
で
あ
り
続
け
た
師
の
心
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い 

と
い
う
こ
と
。 

問
三 

（
エ
） 

問
四 

（
解
答
例
） 

「
俺
」
は
、
永
遠
へ
の
視
点
を
持
た
な
い
が
ゆ
え
に
、
自
分
と
い
う
存
在
の
頼
り
な
さ
の
み
を
意
識
し
て 

い
る
存
在
。 

問
五 

（
ア
）
・
（
エ
）
（
完
答
） 

配
点
：
問
一 

１
２
点
、
問
二 

１
２
点
、
問
三 

６
点
、
問
四 

９
点
、
問
五 

６
点 

４
５
点 

 

五 問
一 

 

Ａ 

（
ア
） 

Ｂ 
 
(

イ
） 

Ｃ 

（
エ
） 

問
二 

ａ 

（
ア
） 

ｂ 

（
イ
） 

ｃ 

（
ア
） 

ｄ 

（
ウ
） 

ｅ 

（
ア
） 

問
三 （

一
）
（
完
答
）
「
せ
き
」
→ 

関
所
の
「
せ
き
」
・
せ
き
止
め
る
の
「
せ
き
」 

（
完
答
）
「
あ
ふ
」
→ 

逢
坂
の
「
あ
ふ
」
・
逢
う
（
会
う
）
の
「
あ
ふ
」 

（
二
） 

（
解
答
例
） 

年
月
を
隔
て
て
逢
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逢
坂
の
関
所
の
よ
う
な
隔
て
が
あ
っ
て
は
、 

せ
き
止
め
ら
れ
な
い
く
ら
い
に
涙
が
流
れ
る
こ
と
よ
。 

  



問
四 

（
解
答
例
） 

朧
月
夜
は
、
源
氏
と
の
過
去
の
過
ち
を
反
省
し
、
自
重
し
て
過
ご
し
て
き
た
が
、
源
氏
と
の
再
会
に
愛
し

合
っ
た
過
去
が
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。 

問
五 

副
詞 

 
 
 
 

動
詞 

 
 
 

助
動
詞 

 
 
 
 

名
詞 

 
 
 

助
動
詞 

 
 

助
詞 

い
か
に 

 

－ 
 

染
め 

 

－ 
 

け
む 

 

－ 
 

色 
 

－ 
 

に 
 

－ 
 

か 

（
完
答
） 

問
六 

（
解
答
例
） 

昔
、
源
氏
は
誰
よ
り
も
朧
月
夜
を
愛
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
な
期
間
で
関
係
が
絶
え
て
し
ま
っ 

た
か
ら
。 

配
点
：
問
一 

各
２
点
×
３
、
問
二 

各
１
点
×
５
、
問
三 

（
一
）
各
２
点
×
２
（
二
）
７
点 

問
四 

８
点
、
問
五 

３
点
、
問
六 

７
点 

４
０
点 

 

六 問
一 

Ａ 

か
つ 

て 
 

Ｂ 

よ 

り
て 

 

Ｃ 

も 

し 
 

Ｄ 

よ 

り 

問
二 

と
ら
に
に
る
も
ひ
な
り 

問
三 

将
軍
は
本
物
の
虎
を
射
倒
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん 

問
四 

本
物
の
虎
は
ど
こ
に
い
る
の
か 

問
五 

傍
線
部
④
は
全
部
否
定
で
あ
り
、
傍
線
部
⑤
は
部
分
否
定
と
い
う
違
い
が
あ
る
。 

問
六 

射
倒
し
た
の
は
彪
だ
と
指
摘
さ
れ
本
物
の
虎
を
求
め
て
出
か
け
た
が
、
虎
に
遭
遇
し
た
途
端
、
そ
の 

吼
え
声
だ
け
で
驚
き
弓
矢
を
取
り
落
と
し
た
こ
と
で
、
自
身
の
無
力
さ
に
気
づ
い
た
か
ら
。 

配
点
：
問
一 

各
２
点
×
４
、
問
二 

４
点
、
問
三 

４
点
、
問
四 

４
点
、
問
五 

４
点
、
問
六 

６
点 

３
０
点 


